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　「内子の町並み・村並み・山並みを描こう」をテーマに町内の小・
中学生が描いた絵画の審査会が、11月15日に行われました。応募総数
は小学校758点、中学校183点。特選に小学校31点、中学校7点、入選
に小学校155点、中学校39点が選ばれました。

「26年度内子町を描こう写生展」
審査結果をお知らせします

内子小

１年　篠崎　明夏
　　　松井　悠真
２年　徳田　悠人
３年　稲井　奏太
　　　名本　愛果
４年　大田原樹生
　　　石尾　優樹
５年　中塚　彩紀
　　　髙本　乃愛
６年　武村　晃利
　　　大西優太朗

立川小

１年　武知　奈央
２年　入江　來未
３年　柴田　祐輝
４年　小田　星華
５年　山本　竜生
６年　福本　和馬

石畳小
２年　大木　沙彩
４年　上田　康輔
５年　竹澤　日来

天神小
２年　山岡　星登
５年　寺谷　　藍
６年　宮部　文愛

五十崎小
２年　和氣ののか
３年　山本　果凜
４年　中野　賢伸

小田小

１年　宮内　應介
３年　三浦咲希帆
４年　源田　太一
５年　泉　　香帆
６年　福岡　涼翔

❖特選
小学生の部

内子小

１年　上田　梨代、宇都岡玲沙、大田原幹太、德田　彩音、藤岡あかり、森本　善昇
　　　入江　美和、鬼塚　彩里、清水　桃花、髙井　健吾、中村　優希、松本　結奈
２年　一宮　もこ、中村　幸樹、池田　陽星、泉田　絢音、大田　叶翔、大野　結衣
　　　大森　遥希、京河　茉優、河野　零唯、樽古　希心、福島　新太
３年　大野　春陽、鈴木　達也、二宮　颯聖、宮内　悠那、山本　竜也、大田原七楓
　　　清水　孝介、宮内　美姫、森岡　佑月
４年　石尾実ノ里、石岡　輝大、稲井　晴香、清水　未来、兵頭　志門、宮田　華波
　　　上田　能輝、髙池　勇心、圡井　七海
５年　石橋　新大、片岡　咲良、坂見　颯太、武岡　紘平、田中　心愛、泉　　美優
　　　上田　小夏、森並　舞衣
６年　池本　公生、岡田　太陽、沖野　文華、大藤　来美、中塚　志歩、西岡　瑠奈
　　　山岡　桜子、石岡　愛梨、上川　菜摘、甲斐　智敬、森長　悠夏

大瀬小

１年　在永　優唯、窪　　龍輝、山田　諒南
２年　明智　千夏、北岡　優依、德山　嗣弦　／３年　堀川　　奏、森田　　翔
４年　石尾　玲温、泉　　和也、亀井　蓮花　／５年　泉　　摩阿、篠﨑　礼奈
６年　中田　秀敏、中田　日和

立川小

１年　柴田　陽菜、宮岡　　蓮　／２年　小田　百花、新田　和貴
３年　中野　元道、福本　歩夢　／４年　德永　あい、萬奥　栞奈、森山　　翼
５年　入山　眞菜、久保　雪乃、柴田　紗希、武岡　真秀
６年　岡田　奈実、新田　悠貴、森山　あいの

石畳小 ３年　大木　心琴　／４年　一柳　光琉、大木　雄斗
５年　池内　七穂、大野　鈴佳　／６年　中元　朋暁

天神小

１年　沖宮　紗良、宮岡　大地　／２年　和田侑偉斗
３年　力石　侑士、丸橋　麻夢
４年　金元　愛美、河野　権進、西岡　大喜、新田　悠月、山本　乃愛
５年　上岡　由季、宇都宮あみ、城戸彩咲子、久保望々香、久保　凜花、上甲ひかる
　　　西野　広清、平井　晶樹　／６年　力石　杏里

五十崎小
１年　石本　彩花　／２年　竹本　心南、都築　佑佳、山中　　稜
３年　稲月　杏珠、佐々木拓郎、笹本　雛乃、成松  遥夏
４年　上味　玲奈、久保ひなた、中川　　寧、名本ひなた　／６年　西岡　秀真

小田小

１年　上岩　和寛、船本　來愛、本田　華奈
２年　成田　剣心、平岡　佑太、吉田　陽翔、大森　真央、水田ひなの
３年　上岩　真一、宮岡　萊夢、山田　凛
４年　泉　　海斗、髙岡拳士郎、平岡　伶麻、岡田　知優、谷岡　　凜
５年　北沖　祐奈、船本　麗衣、松本　栞奈、米澤　夏葵
６年　永田　光希、藤原　壱誠、上田　華可、岡田　真優、髙岡　優芽、宮内　遥華

❖入選
小学生の部

内子中

１年　福山　叶夢
　　　政所　志奈
２年　藤原　亮子
　　　石田かのん
３年　菊池　遥介
　　　萬奥　桃華

五十崎中 １年　小関　真衣

中学生の部

内子中
１年　栗田　渉吾、武知　里美、福本　鈴音、清水　雄太、中塚　康紀、寳泉　李音
２年　冨岡栄太朗、村上　翔太、佐野あかり、松本奈々美、森岡　愛乃
３年　白井　雄悟、篠﨑　　麗、村上　真耶、森岡　優花、岡　　雅也、宮中　章吾

大瀬中 １年　髙本　剛瑠、谷宮　麻緒、宮岡　翔眞、宮津まどか
２年　芝　　絢音、高岡　弦矢、福井　万貴　／３年　佐伯　昇馬、宮内　優華

五十崎中 １年　平井　晴樹、久保　朱里、山岡　沙衣、髙橋　希武、城戸祐希乃
２年　上久保　麗　／３年　池田　莉乃

小田中 １年　大森　美里、髙岡　双葉　／２年　戸玉　紀江、米澤　莉那
３年　稲垣　彩夏、藤原　美倫

中学生の部

子どもたちの力作がそろいました
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　災害時は生命や衣食住などの確保が困難にな
り、不安やストレスなどから人権侵害が起こり
やすい状態です。高齢者や障がい者など社会的
弱者は災害弱者となりやすく、平常時以上の配
慮や対応が求められます。例えば、地域の高齢
者や障がい者の把握、避難所や避難経路、防災
マップの周知・共有など、日頃から地域ぐるみ
の取り組みが必要です。災害が起こった場合に
必要なことを、高齢者や障がい者などの立場で
話し合い、準備しておきましょう。また防災訓
練などは、災害弱者に配慮した視点で行うこと
も大切です。
　最も見過ごすことができない問題は、偏見や
虚偽の情報による差別などの人権侵害です。東
日本大震災に伴う原子力発電所事故では、「避
難先でホテルの宿泊を拒否された」「子どもが避
難先の小学校でいじめを受けた」という報道が
ありました。災害時には情報が不足したり、入

り乱れたり、また風評が飛び交ったりする恐れ
があります。日頃は差別などしないと思ってい
ても、誤解や思い込みが自己の不安の高まりと
相まって、差別的な行動につながることが起こ
ります。情報を正しく理解し、冷静に判断し行
動することが重要です。
　過去の教訓や日頃の学習によって、災害など
の緊急時においても、揺らがない人権感覚を身
に付けておくことが求められます。
【人権に関する相談窓口】
○住民課　人権対策係
☎０８９３（４４）６１５２
○うちこ福祉館
☎０８９３（４４）３４１０
○参川福祉館
☎０８９２（５０）１０１５
○自治・学習課　生涯学習係（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１４

災害と人権 人権コラム＊幸せへの道
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コラム＊ねんきん瓦版

　国民年金は、社会全体が互いに助け合う制度
です。国民年金に加入し保険料を納め続けるこ
とで、年をとったときや病気やけがで障がいが
残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、
年金を受け取ることができます。
●国民年金のポイント
▷老後を支える終身保障

　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
　保険料を納める制度です。年金の給付は生涯
　にわたって保障され、将来の大きな支えとな
　ります。
▷万が一のときのサポート

　国民年金には、年をとったときの老齢年金の
　ほか障害年金や遺族年金があります。障害年
　金は病気や事故で障がいが残ったときに受け
　取れます。遺族年金は加入者が死亡した場合、
　その加入者により生計を維持されていた遺族

　（｢子のある配偶者｣や「子」）が受け取れます。
● ｢学生納付特例制度｣と「若年者納付猶予制度」
▷｢学生納付特例制度｣

　学生本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
　保険料の納付が猶予される制度です。対象は学
　校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、
　高等学校、高等専門学校、専修学校および各種
　学校（修業年限1年以上である課程）、一部の海外
　大学の日本分校に在学する人です。
▷｢若年者納付猶予制度｣

　学生でない30歳未満の人で、本人および配偶者
　の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
　の納付が猶予される制度です。
※手続きなどの詳細は、お問い合わせください。

【問い合わせ】
住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金に加入しましょう
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　内子町が27・28年度に発注する事業の「入札
参加資格審査申請書」（指名願）の受付を開始し
ます。町が発注する事業の競争入札に参加を希
望する場合は、提出要領に従って申請書を提出
してください。
　なお、申請書を提出していない場合は、町が
発注する入札に参加することができませんので
ご注意ください。
●受付の種類
▷建設工事（建設業法で規定するもの）
　例）土木一式工事、建築一式工事など
▷測量・コンサルタント
　例）測量一般、建築一般など
▷物品・役務提供等
　例）物品（文具・事務用機器類、電気機器、自
　　　動車など）の販売、役務（浄化槽維持管
　　　理業務など）

●提出期間
　１月13日（火）～２月13日（金）
※受付時間は平日の午前８時30分～午後５時
　15分です。
●提出書類　
　　詳しくは町ホームページの「入札情報」に
　掲載してありますので、ご参照ください。不
　明な点は担当係へお問い合わせください。
　http://www.town.uchiko.ehime.jp/
※インターネットの閲覧ができない場合は必要
　書類のコピーをお渡ししますので、ご連絡く
　ださい。
●注意事項　町内業者が提出する場合は、必ず
　建設デザイン課（本庁１階）へご持参ください。

【受付・問い合わせ】
建設デザイン課　管理係
☎０８９３（４４）６１５７

入札参加資格審査申請書（指名願）
27・28年度分の受付を開始します
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●第２回以降の日程。第４回（3/18）の受講料は無料です。
開催日時・場所 講師／「演題」

２月５日（木）
午後６時30分～
内子町林業センター

徳野貞雄さん
熊本大学文学部教授

「家族・集落・女性の底力」

２月18日（水）
午後６時30分～
内子自治センター

鎌田定宗さん（広島県）
「㈱小さな流通研究所」代表取締役
「魅力ある直売所や農家民宿はこうつくる！」

３月18日（水）
午後３時30分～
内子自治センター

討論会
「人・食・流通　これからの内子農業を
見据えて」
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内子町役場

五十崎自治センター

豊秋橋

あけぼの橋

内子高校

内子児童館

内子自治
センター

本町ひろば

伊予銀行

道後屋

ウエダオート

　第10回内子町駅伝競走大会の実施に伴い、下
記のとおり交通規制を行います。ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
●大会日時
　１月18日（日）午後１時スタート
※雨天決行。荒天の場合は１月25日（日）に延期
●コース　五十崎自治センター前～内子児童館～
　富長集会所～ JA柿選果場～大瀬小学校～いか
　だや～水元集会所～小田自治センター
●交通規制区間
①五十崎自治センター前～久保石油

▽規制時間　正午～午後１時30分
※役場本庁前～「かわもや」は、スタート前後の

《交通規制箇所図》

駅伝競走大会の実施に伴う交通規制にご協力をお願いします

交通規制区間（大会関係車両を除く）

駅伝コース

片側交互通行区間

　10分程度のみ片側交互通行とします。
②本町商店街（本町ひろば～道後屋前、内子高校前
　～内子児童館前）

▽規制時間　午後０時30分～２時
●その他
　　国道56号と379号の往来は、水戸森トンネルの
　利用をお願いします。また、車で移動しながらの
　応援はご遠慮ください。
【問い合わせ】
内子町教育委員会（内子分町内）
自治・学習課　生涯学習係
☎０８９３（４４）２１１４
　www.town.uchiko.ehime.jp/soshiki/18/ekiden-kisei.html

①交通規制区間Ａ
　五十崎自治センター前 ～ 久保石油

②交通規制区間Ｂ
▷本町商店街（本町ひろば ～ 道後屋前）
▷内子高校前 ～ 内子児童館前

内子町を駆け抜けろ～合併10周年記念コース～

「第10回内子町駅伝競走大会」　１月18日（日） 

スタート
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